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１ はじめに 

 大学における授業計画を紹介するシラバスに

は，授業の内容を表す多くの専門用語が含まれ

ている．シラバスに含まれる専門用語間の関係

を認識できれば，科目の関連性や大学ごとの傾

向の分析[1]などに活用できる．そこで，本研究

では，ある用語と関連する概念を持つ関連語や，

より限定されたスペシフィックな概念を持つ下

位語をシラバスから自動的に収集する手法の提

案を行う．また，提案手法に基づいて作成した

シラバス検索システムについて報告する． 

 

２ 関連用語のタイプと収集対象 

 用語間の関係のタイプには，同義関係，階層

関係，関連関係がある．さらに，階層関係は類

種関係，全体部分関係，例示関係に，関連関係

は同一カテゴリに属する語の関係と，異なるカ

テゴリに属する語の関係に分けられる[2]．本研

究では，これらのうち，同一カテゴリに属する

関連語，類種関係の下位語，そして，それらの

関連語・下位語および元の用語の同義表現を収

集の対象とする．このような対象の制限は，形

態的/統語的な言い換えの認識のみに基づく本手

法の限界によるものだが，逆に，これらを他と

区別して収集できるという利点があると言える．

例えば，同一カテゴリに属する関連語だけを収

集し，共通するカテゴリを上位語として系統的

に整理できれば，単に関連語を集めるよりも精

緻な知識が得られるものと考えられる． 

 

３ 収集手法 

 関連用語の自動収集手法に関しては，文書内

の共起情報に基づくものなど，様々な研究が存

在する[3][4][5]．しかしながら，それらの多く

は，関連用語の収集にとどまり，関係のタイプ

の区別までは行っていない．区別を行っている

ものも，収集源が辞書の語義文などに限定され

ていたり，区別の範囲が限定されており[6][7]， 

 

 

 

必ずしも十分とは言えない．本研究の手法では，

複合語の形態的/統語的な言い換えに着目し，元

の用語を言い換えた異形（を加工したもの）を，

元の用語に関係する用語として抽出することで，

言い換えの分類に基づいて，関係のタイプ（同

義表現，下位語，その他の関連語）を区別しつ

つ，関連用語を収集する． 

 言い換え表現抽出のために，表１に例示した

ような品詞パターンにより記述される言い換え

規則を作成し，それらを言い換え認識システム

Fastr[8]に実装した．使用した 212 規則[9][10]

は，(i)機能語の付加/削除，品詞変化，主要部

入替のみが生じるもの，(ii)修飾語として内容

語が加わるもの，(iii)元の構成要素と等位関係

を持つ形で内容語が加わるもの，の何れかに分

類できる． 

 

表１ 言い換え規則の基本例1 

(i) N1 N2 → N1 S1 N2 

(ii) N1 N2 → N1 N3 N2 

(iii) N1 N2 → N1 SC1 N3 S1 N2 

（Nは名詞，Sは助詞，SC は名詞接続助詞） 
 
 (i)の規則が適用される異形を，元の用語の同

義表現として抽出する．（例：「生体計測」の

同義表現として「生体の計測」を抽出） 

(ii)の規則が適用される異形を，元の用語の

類種関係にある下位語として抽出する．（例：

「生体計測」の下位語として「生体物理計測」

を抽出） 

 (iii)の規則が適用される異形から，「並列関

係を持つ用語」を分離して，元の用語の関連語

として抽出する．（「生体計測」の関連語とし

て，「生体・環境計測」から分離した「環境計

測」を抽出） 
シラバスから抽出した関連用語は，図 1 のよ

うな 2 系列のツリー形式に整理する．1 つめは，

入力用語の主要部をルートとするツリー，2つめ 
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は修飾部をルートとするツリーである．入力用

語を[a]の位置に，入力語の同義表現を[a']の位

置に，下位語（およびその同義表現）を[c]の位

置に出力する．[b1][b2]の位置には，それぞれ，

入力用語の主要部を共通のカテゴリとする関連

語（およびその同義表現），対象・目的などを

表す修飾部を共通のカテゴリとする関連語（お

よびその同義表現）を出力する． 

 

 
図１ 用語間の関係 

 

４ 検索システム 

 前節で述べた関連用語収集手法に基づくシラ

バス検索システムを作成した．予め収集・情報

抽出したシラバス集合を対象に，ユーザが入力

した検索語，およびその関連用語を含むシラバ

スを検索し，検索語との関係のタイプごとに整

理して表示するというものである．本システム

では，見つかった関連用語を図 1 の形式で系統

的に整理したうえで，それぞれの用語について

その用語を含むシラバスへのリンクを貼る（そ

の際，当該科目が属す学科・コースの情報も付

す）．検索語が表すトピック一般か，よりスペ

シフィックなトピックか，あるいは関連トピッ

クと合わせて扱われているかに従って分類する

ことで，ユーザが，検索要求に適ったシラバス

（科目）を探しやすくなるとともに，提示され

る関連用語は，次に検索語を修正する際の参考

になり，シラバス検索の利便性の向上が期待で

きると考えられる． 

一例として，「エネルギー問題」を検索語と

し，2 つの大学（A・B）の工学部のシラバスを対

象に検索を行った結果を示す． 

 
A 大学 エネルギー問題<20> 

関連語：環境(の)問題<10>，資源問題<1> 

下位語：エネルギーの需給問題<1>， 

エネルギー環境問題<2> 

 

B 大学 エネルギー問題<3> 

  関連語：資源問題<2>，人口問題<1> 

< >は，その用語と「エネルギー問題」の両方を

含むシラバスの数を表す．例えば，この結果か

ら，エネルギー問題は，A 大学では環境問題とと

もに扱われることが多く（化学系・機械系など

多様な学科で扱われている），B 大学では資源問

題・人口問題とともに扱われる傾向がある（地

球工学科で扱われている）ことが分かる． 

本システムは，(1)シラバス検索と(2)科目間

の関連性の図示（および，それに基づく大学ご

との傾向の分析）を目的としたものだが，本研

究の関連用語収集手法は，(3)シソーラスの半自

動構築などへの応用も可能である．ただし，学

術論文を対象とした場合[9]に比べ，シラバスで

は専門用語のバリエーションが少なく，量的な

面では必ずしも満足のいく収集結果は得られな

かった．今後，言い換え規則の拡充などにより

改良を試みたい． 
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1 本研究は，関連用語収集の最初のステップとして，専門用語

の大部分を占める「2 要素から成る複合語」を対象にしている． 
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